
 
 
 
 

平成２２年度 中国地方整備局総合評価審査委員会第一部会 

 

（第４８回）広島県東部ブロック総合評価審査部会 

 

 

 

     【 日  時 】平成２２年１０月２２日（金）１０：００～１２：００ 

 

     【 場  所 】福山河川国道事務所 別館２階 第１会議室 

 

     【 参加者 】（委員） 
             委員長 ： 井上 矩之 福山大学経済学部国際経済学科教授 
             委 員 ： 藤井 堅  広島大学大学院工学研究科教授 

委 員 ： 福永 重孝 福山商工会議所理事 
（発注事務所） 
  福山河川国道事務所，八田原ダム管理所 
（事務局） 
  福山河川国道事務所 

 

 

 

 

         議 事 次 第 

 

 

 

     １．審査対象工事について 

 

     ２．審査対象業務について 

 

 



　　《　第４８回　》　審査対象工事件数（全体）
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審査対象工事一覧表　　　総括表



ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ）

(

公
告
前

)

(

入
札
前

)

(

入
札
後

) 入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

施
工
体
制
確
認
型

地
元
企
業
活
用
促
進
型

性
能
機
能
向
上

コ
ス
ト
縮
減

社
会
適
応
性
に
関
す
る
技
術
的
所
見

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
関
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
抽
出

）

内容
加
算
点

内容
加
算
点

内容
加
算
点

当
該
工
種
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
G
C
制

度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

有
用
な
新
技
術
の
活
用

地
域
内
に
お
け
る
本
支
店
営
業
所
の
有
無

近
隣
地
域
施
工
実
績

災
害
活
動
実
績

河
川
・
維
持
工
事
実
績

地
元
の
新
卒
者
の
雇
用

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
の
実
績

社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入

中
小
企
業
擁
護
育
成
へ
の
取
り
組
み

地
域
活
用
促
進
型

（
　
合
計
　

）

1

第
４
７
回
部
会

福
山
河
川
国
道

道
路

新
直
轄
Ｇ
ｒ

第
４
７
回
部
会

第
４
８
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
９
回
部
会

尾道・松江自動車
道甲奴外法面工
事

法
面
処
理

－

・延長　約１２㎞
・植生基材吹付（３㎝）
約　５，５００㎡
・植生基材吹付（５㎝）
約２２，０００㎡
・植生基材吹付（７㎝）
約　３，４００㎡
・植生マット
約　５，２００㎡

植生基材吹付工の
施工に際しては、所
定の施工厚さ及び
均一な播種量を確
保し、吹き付けむら
をなくすようにして
確実な発芽及び初
期生育を確保する
必要がある。

9
月
28
日

10
月
22
日

11
月
10
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

植生基材吹付
工の施工管理
に対する技術的
所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 － － 4.0 2.0 1.0 － － － － － 1.0 1.0 1.0 － 1.0 － 1.0 － －

34.0 0.0 64.0

2 －

福
山
河
川
国
道

道
路

新
直
轄
Ｇ
ｒ

第
４
７
回
部
会

第
４
８
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
９
回
部
会

尾道・松江自動車
道甲奴外整備工
事

維
持
修
繕

－

・延長　約１０㎞
・舗装工（50-150）
約　1，０００㎡
・側溝工　　約　４００ｍ
・ガードレール工
約　3００ｍ
・立入防止柵工
約　３００ｍ
・防草コンクリート工
約　４００m
・除草工
約　３，０００㎡

構造物の基礎施工
においては、地下埋
設物等に支障をき
たさないことが重
要。

9
月
28
日

10
月
22
日

11
月
11
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

立入防止柵工
における一般道
や人家付近等
での支柱基礎
の施工に対する
技術的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 － － 4.0 2.0 1.0 － － － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 － 1.0 － －

34.0 0.0 64.0

3 －

福
山
河
川
国
道

道
路

新
直
轄
Ｇ
ｒ

第
４
７
回
部
会

第
４
８
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
９
回
部
会

尾道・松江自動車
道尾道外整備そ
の２工事

維
持
修
繕

－

・延長　約２３㎞
・オーバーレイ工（MT=30）
約　１，０００㎡
・側溝工　約　４００ｍ
・ガードレール工
約　３００ｍ
・立入防止柵工
約　５００ｍ
・防草コンクリート工
約　４００m
・除草工
約　２，０００㎡

構造物の基礎施工
においては、地下埋
設物等に支障をき
たさないことが重
要。

9
月
28
日

10
月
22
日

11
月
9
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

立入防止柵工
における一般道
や人家付近等
での支柱基礎
の施工に対する
技術的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 - － 4.0 2.0 1.0 － － － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 － 1.0 － －

34.0 0.0 64.0

4 －

八
田
原
ダ
ム

河
川

管
理
係

第
４
８
回
部
会

（
持
回
り

）

第
４
８
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
９
回
部
会

八田原ダム電気
錠設備整備工事

通
信
設
備

－

監視制御用端末(モニ
ター含む)      ２台
電気錠制御盤　　　8面
マグネットスイッチ３個
ﾌﾗｯｼｭﾏﾙﾁｻｲﾚﾝ  １個
配線工　　　　　　　１式
撤去工　　　　　　　１式

電気錠設備の不
具合箇所の整備
工事であり、電気
錠制御盤取替に
伴う安全対策が
重要である。

10
月
5
日

10
月
28
日

11
月
16
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

－ － - -

0.0

－ － － － － ○ －

管理所内及び
堤体内の電気
錠制御盤取替
に伴う安全対策
に対する技術的
所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 － － 4.0 2.0 1.0 － － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 － － － －

34.0 0.0 34.0

5

《　第４８回部会　》　　　【　入札前　（簡易型）従来方式　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名

工
事
種
別

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等
は

、

１

）
～
７

）
の

「
文
書
，
か
し
修
補
：
-

1
0
%
又
は

、
口
頭
：
-
5
%

」

ラ
ン
ク

①施工体制
評価点

参
加
資
格
通
知
日

工事概要 工事の特性
公
告
日

開
札
日

契
約
方
式

　
　
備
　
　
考

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

2 3

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】

（
　
合
計
　

）

２）企業の施工実績
技術提案内容

③
減
点

１）
～
６）

②加算点

1

１）技術提案
４）

施工
管理
体制

３）配置予定技術者の能力
５）
企業
の技
術力

６）地域精通度・貢献度

簡易型標準型



ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ）

(

公
告
前

)

(

入
札
前

)

(

入
札
後

) 入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

施
工
体
制
確
認
型

地
元
企
業
活
用
促
進
型

性
能
機
能
向
上

コ
ス
ト
縮
減

社
会
適
応
性
に
関
す
る
技
術
的
所
見

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
関
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
抽
出

）

内容
加
算
点

内容
加
算
点

内容
加
算
点

当
該
工
種
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
G
C
制

度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

有
用
な
新
技
術
の
活
用

地
域
内
に
お
け
る
本
支
店
営
業
所
の
有
無

近
隣
地
域
施
工
実
績

災
害
活
動
実
績

河
川
・
維
持
工
事
実
績

（
※
技
術
者
実

績

）

地
元
の
新
卒
者
の
雇
用

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
の
実
績

社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入

中
小
企
業
擁
護
育
成
へ
の
取
り
組
み

地
域
活
用
促
進
型

（
　
合
計
　

）

1 －

福
山
河
川
国
道

道
路

工
務
課

第
４
４
回
部
会

第
４
７
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
８
回
部
会

三原バイパス下
木原高架橋ＰＣ第
２上部工事

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

－

３径間連続ＰＣ中空床
版橋
・約９６ｍ
・PC中空床版製作工
一式
・架設支保工
一式
・支承工
一式
・橋梁付属物工
一式

○良好な品質をもった
コンクリートが求められ
ている中、  コンクリー
トを主体とした重要構
造物の耐久性向上を
図る必要がある。
○ポストテンション方式
のＰＣホロースラブであ
り、ＰＣケーブルの品
質・耐久性向上を図る
必要がある。

7
月
15
日

9
月
2
日

9
月
17
日

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

○ － 15.0 15.0

30.0

○ － － － － － －

上部工コンク
リートの品質・
耐久性向上に
関する施工計画

20.0

ＰＣケーブル（緊
張方法、グラウ
ト工等）の品質・
耐久性向上に
関する施工計画

20.0 － － 4.0 1.0 2.0 1.0 － － － 3.0 2.0 1.0 － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 － － － －

60.0 0.0 90.0

2 －

福
山
河
川
国
道

道
路

工
務
課

第
４
７
回
部
会

（
持
回
り

）

第
４
８
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
８
回
部
会

三原バイパス松
浜川改良工事

一
般
土
木

C
・
Ｄ

延長    約300m
○松浜川改修
・掘削　約 8,000m3
・床固工　11箇所
・函渠工　14m
・ﾌﾞﾛｯｸ積工　約 400m2

河川改修工事で
あることから、施
工時における下
流への濁水流出
対策が必要であ
る。

9
月
8
日

10
月
1
日

10
月
19
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

松浜川改修時
における濁水の
流出対策に対
する技術的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 - － 4.0 2.0 1.0 － － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 － － － －

34.0 0.0 64.0

3 －

福
山
河
川
国
道

道
路

工
務
課

第
４
６
回
部
会

第
４
８
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
８
回
部
会

三原バイパス時
広舗装工事

Ａ
ｓ
舗
装

Ａ

工事延長：400m
（時広ランプ）
・ﾗﾝﾌﾟ舗装　2,500m2（排水性舗装）
・ﾗﾝﾌﾟ舗装　500m2（排水性舗装）
・歩道舗装　200m2（透水性舗装）
・排水構造物　１式
・区画線　１式
（簡易ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ）
・掘削　20,000m3
・盛土　12,000m3
・駐車場舗装　5,000m2（通常舗装）
・歩道舗装　5,000m2（透水性舗装）
・排水構造物　１式
・区画線　１式

ランプ舗装などは、
住宅地に隣接した
場所での夜間施工
となることから、施
工時における騒音
対策が必要である。

8
月
27
日

9
月
17
日

10
月
5
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

舗装の夜間施
工時における騒
音対策に対する
技術的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 2.0 － 4.0 2.0 1.0 2.0 － － 1.0 － 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 － - － －

39.0 0.0 69.0

4 －

福
山
河
川
国
道

道
路

工
務
課

第
４
４
回
部
会

（
持
回
り

）

第
４
７
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
８
回
部
会

下木原外整備工
事

維
持
修
繕

－

・除草
約１１,５００m2
・側溝清掃
約３，０００ｍ
・ﾌﾞﾛｯｸ積み擁壁
約１００m2
・Ａｓ舗装
約２，０００m2
・排水構造物　一式
・防護柵工 一式
・区画線工 一式

現道周辺での除草
作業時においては、
一般交通への安全
対策が重要である。

8
月
11
日

9
月
8
日

9
月
27
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

除草作業時に
おける一般交通
への安全対策
に対する技術的
所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 - － 4.0 2.0 1.0 － － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 － － － －

34.0 0.0 64.0

5 －

福
山
河
川
国
道

道
路

工
務
課

（
機
械

）

第
４
４
回
部
会

第
４
８
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
８
回
部
会

高屋川河川浄化
施設修繕工事

機
械
設
備

－

・取水設備整備　 一
式
・水処理設備整備
一式
・濃縮槽設備整備
一式
・脱水機設備整備
一式

スラッジ移送ポンプ
の分解整備施工時
においては、スラッ
ジの処理作業が一
時停止することから
スラッジ対策に対す
る配慮が必要であ
る。

7
月
20
日

8
月
20
日

9
月
7
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ 15.0 15.0

30.0

－ － － － ○ － －

スラッジ移送ポ
ンプ分解整備時
におけるスラッ
ジ処理対策に対
する技術的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 － － 4.0 2.0 1.0 － － － － － 1.0 1.0 1.0 － 1.0 － 1.0 － －

34.0 0.0 64.0

１）
～
６）

②加算点

1

１）技術提案
４）

施工
管理
体制

３）配置予定技術者の能力
５）
企業
の技
術力

６）地域精通度・貢献度

簡易型標準型
　
　
備
　
　
考

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

2 3

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】

（
　
合
計
　

）

２）企業の施工実績
技術提案内容

③
減
点

ラ
ン
ク

①施工体制
評価点

参
加
資
格
通
知
日

工事概要 工事の特性
公
告
日

開
札
日

契
約
方
式

《　第４８回部会　》　　　【　入札後　（施工体制確認型）　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名

工
事
種
別

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等
は

、

１

）
～
７

）
の

「
文
書
，
か
し
修
補
：
-

1
0
%
又
は

、
口
頭
：
-
5
%

」

前回　施工体制調査



ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ）

(

公
告
前

)

(

入
札
前

)

(

入
札
後

) 入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

施
工
体
制
確
認
型

地
元
企
業
活
用
促
進
型

性
能
機
能
向
上

コ
ス
ト
縮
減

社
会
適
応
性
に
関
す
る
技
術
的
所
見

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
関
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
抽
出

）

内容
加
算
点

内容
加
算
点

内容
加
算
点

当
該
工
種
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
G
C
制

度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

有
用
な
新
技
術
の
活
用

地
域
内
に
お
け
る
本
支
店
営
業
所
の
有
無

近
隣
地
域
施
工
実
績

災
害
活
動
実
績

河
川
・
維
持
工
事
実
績

（
※
技
術
者
実

績

）

地
元
の
新
卒
者
の
雇
用

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
の
実
績

社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入

中
小
企
業
擁
護
育
成
へ
の
取
り
組
み

地
域
活
用
促
進
型

（
　
合
計
　

）

１）
～
６）

②加算点

1

１）技術提案
４）

施工
管理
体制

３）配置予定技術者の能力
５）
企業
の技
術力

６）地域精通度・貢献度

簡易型標準型
　
　
備
　
　
考

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

2 3

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】

（
　
合
計
　

）

２）企業の施工実績
技術提案内容

③
減
点

ラ
ン
ク

①施工体制
評価点

参
加
資
格
通
知
日

工事概要 工事の特性
公
告
日

開
札
日

契
約
方
式

《　第４８回部会　》　　　【　入札後　（施工体制確認型）　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名

工
事
種
別

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等
は

、

１

）
～
７

）
の

「
文
書
，
か
し
修
補
：
-

1
0
%
又
は

、
口
頭
：
-
5
%

」

6

第
４
６
回
部
会

福
山
河
川
国
道

道
路

道
路
管
理
第
二
課

第
４
６
回
部
会

第
４
８
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
８
回
部
会

国道２号赤坂トン
ネル外補修工事

維
持
修
繕

－

・はく落防止ネット
約１,０００ｍ2
・はくらく防止ｼｰﾄ
約４０m2
・構造物撤去　　　１式
・仮設工　　　　　　１式

交通量が多い国道
２号で、夜間の交通
規制を必要とするト
ンネル内作業であ
ることから、交通規
制時における一般
交通への安全対策
が必要である。

9
月
1
日

9
月
30
日

10
月
15
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

交通規制時に
おける一般交通
への安全対策
に対する技術的
所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 - － 4.0 2.0 1.0 － － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 － － － －

34.0 0.0 64.0

7 －

福
山
河
川
国
道

河
川

河
川
管
理
課

第
４
５
回
部
会

第
４
７
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
８
回
部
会

芦田川本庄堤防
補修工事

維
持
修
繕

－

・河川土工
盛土工V=1,000m3　法面整形
A=2,200m2
・堤防補修工
L＝約300m（ドレーン材
V=1,300m3、床堀
V=3,300m3、埋戻し
V=2,000m3)
・法覆護岸工
L＝約300m（遮水シート
A=1,300m3、法止め L=300m、
張芝 A=3,420m3)

 ドレーン設置に
伴い堤防の床堀・
埋戻しが生じるた
め、埋戻し土の品
質管理が重要で
ある。

8
月
2
日

9
月
3
日

9
月
22
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －
埋戻し土の品質
管理に関する技
術的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 － － 4.0 2.0 1.0 － － － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 － 1.0 － －

34.0 0.0 64.0

8

第
４
５
回
部
会

福
山
河
川
国
道

河
川

河
川
管
理
課

第
４
５
回
部
会

第
４
７
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
８
回
部
会

芦田川山手橋下
部その２工事

一
般
土
木

C

・工事延長 Ｌ＝１６５ｍ
・橋梁下部工 ／橋脚 ２基
Ｐ２橋脚（張出式橋脚）Ｈ＝13.2ｍ
既製杭φ1000　 Ｌ＝8.4ｍ　N=10本
　Ｐ３橋脚(張出式橋脚)
Ｈ＝１３．６ｍ
既製杭φ1000 Ｌ＝8.4ｍ　Ｎ＝10本
・法覆護岸工　　　　　１式
・構造物撤去工　　　 １式
・仮設工　　　 　        １式

良好な品質をもっ
たコンクリートが
求められている
中、  下部工コン
クリートを主体とし
た重要構造物の
耐久性向上を図
る必要がある。

8
月
2
日

9
月
3
日

9
月
22
日

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ － 15.0 15.0

30.0

○ － － － － － －

下部工コンク
リートの品質・
耐久性向上に
関する施工計画

25.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 － － － 4.0 3.0 1.0 － － － － 1.0 － 1.0 1.0 1.0 1.0 － 1.0 － －

50.0 0.0 80.0

9 －

福
山
河
川
国
道

河
川

河
川
管
理
課

第
４
５
回
部
会

第
４
７
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
８
回
部
会

芦田川山手橋下
部その３工事

一
般
土
木

C

・工事延長 Ｌ＝８０ｍ
・橋梁下部工 ／橋台 １基／橋脚 １
基
　Ａ２橋脚（逆Ｔ式橋台）Ｈ＝7.5ｍ
　既製杭φ1000　 Ｌ＝8.9ｍ
Ｎ＝16本
　Ｐ６橋脚(張出式橋脚)Ｈ＝12.3ｍ
　既製杭φ1000 Ｌ＝7.9ｍ
Ｎ＝10本
・護床工　　　　　　　　１式
・法覆護岸工　　　　　１式
・構造物撤去工　　　 １式
・仮設工　　　 　        １式

○良好な品質をもったコンク
リートが求められている中、
下部工コンクリートを主体と
した重要構造物の耐久性向
上を図る必要がある。
○堤防内での矢板打ち込
み・引き抜き作業及び旧橋
撤去（取り壊し作業），杭打
ち作業を行うことから、近隣
住民に対する騒音・振動に
ついての対策が必要であ
る。

8
月
2
日

9
月
3
日

9
月
24
日

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ － 15.0 15.0

30.0

○ － ○ － － － －

下部工コンク
リートの品質・
耐久性向上に
関する施工計画

15.0

近隣に対する騒
音・振動対策に
関する施工計画

15.0 － － 6.0 1.0 3.0 1.0 － － － 4.0 3.0 1.0 － － － － 1.0 － 1.0 1.0 1.0 1.0 － 1.0 － －

55.0 0.0 85.0

10 －

八
田
原
ダ
ム

河
川

管
理
係

第
４
６
回
部
会

第
４
７
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
８
回
部
会

八田原ダム利水
放流設備外整備
工事

機
械
設
備

－

（利水放流設備）
・放流主ｹﾞｰﾄ ｼｰﾙﾘﾝｸﾞ取
替　　　１門分
・放流ｹﾞｰﾄ充水装置用電
動仕切弁取替　　１台
・放流主ｹﾞｰﾄ管内昇降部
補修塗装　　１式
・ｵﾘﾌｨｽ主ｹﾞｰﾄ設備
・油圧ﾕﾆｯﾄ油漏れ修理
１式
・機側操作盤　保安器取替
１個

利水放流設備及
びオリフィス主
ゲート設備の不具
合箇所の整備工
事である。

8
月
23
日

9
月
16
日

9
月
30
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

－ － - -

0.0

－ － － － － ○ －

シールリング取
替時における施
工上配慮すべき
事項に対する技
術的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 － － 4.0 2.0 1.0 － － － － － 1.0 1.0 1.0 － － 1.0 1.0 － －

34.0 0.0 34.0

【入札不調】　再公告検討中



ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ）

(

公
告
前

)

(

入
札
前

)

(

入
札
後

) 入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

施
工
体
制
確
認
型

地
元
企
業
活
用
促
進
型

性
能
機
能
向
上

コ
ス
ト
縮
減

社
会
適
応
性
に
関
す
る
技
術
的
所
見

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
関
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
抽
出

）

内容
加
算
点

内容
加
算
点

内容
加
算
点

当
該
工
種
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
G
C
制

度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

有
用
な
新
技
術
の
活
用

地
域
内
に
お
け
る
本
支
店
営
業
所
の
有
無

近
隣
地
域
施
工
実
績

災
害
活
動
実
績

河
川
・
維
持
工
事
実
績

地
元
の
新
卒
者
の
雇
用

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
の
実
績

社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入

中
小
企
業
擁
護
育
成
へ
の
取
り
組
み

地
域
活
用
促
進
型

（
　
合
計
　

）

1 －

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
一
課

（
電
気
通
信

）

第
４
８
回
部
会

三原バイパス第
１・第２トンネル受
変電設備工事

受
変
電
設
備

－

・受電盤　　　　　　　　１面
・高圧配電盤　　　　　１面
・照明変圧器盤　　 　１面
・所内変圧器盤　　 　１面
・照明分電盤　　　　　２面
・照明制御盤　　　　　１面
・保守切替盤　　　　　１面
・無停電電源装置　　１式
・発電設備 　　　　　　１台
・据付・調整工　　　　１式

○コスト縮減のた
め、照明用変圧器
の発熱量を抑える
ため、全損失の低
減が重要である。
○トンネル設備に安
定した電源を供給
する受変電設備の
品質確保が重要で
ある。

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ －

2 ◎

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
一
課

（
電
気
通
信

）

第
４
８
回
部
会

三原バイパスＣＣ
ＴＶ設備工事

通
信
設
備

－

・旋回式カメラ　　　　５
台
・固定式カメラ　　　１３
台
・光ｹｰﾌﾞﾙ布設　　　３ｋ
ｍ
・配線工　　　　　　　 １
式
・据付・調整工　　　  １
式
・発電設備　　　　　　１
台

○ＣＣＴＶカメラによる
監視のため、最低被写
体照度の性能が重要
である。
○ライフサイクルコスト
削減の観点から、設備
の消費電力の低減が
重要である。
○ＣＣＴＶカメラにより、
災害時や日常管理の
情報収集を行うため品
質確保が重要である。

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ －

3

4

5

《　第４８回部会　》　　　【　公告前　（標準型）　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名

工
事
種
別

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等
は

、

１

）
～
７

）
の

「
文
書
，
か
し
修
補
：
-

1
0
%
又
は

、
口
頭
：
-
5
%

」

ラ
ン
ク

①施工体制
評価点

参
加
資
格
通
知
日

工事概要 工事の特性
公
告
日

開
札
日

契
約
方
式

　
　
備
　
　
考

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

2 3

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】

（
　
合
計
　

）

２）企業の施工実績
技術提案内容

③
減
点

１）
～
６）

②加算点

1

１）技術提案
４）

施工
管理
体制

３）配置予定技術者の能力
５）
企業
の技
術力

６）地域精通度・貢献度

簡易型標準型



ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ）

(

公
告
前

)

(

入
札
前

)

(

入
札
後

) 入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

施
工
体
制
確
認
型

地
元
企
業
活
用
促
進
型

性
能
機
能
向
上

コ
ス
ト
縮
減

社
会
適
応
性
に
関
す
る
技
術
的
所
見

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
関
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
抽
出

）

内容
加
算
点

内容
加
算
点

内容
加
算
点

当
該
工
種
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
G
C
制

度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

有
用
な
新
技
術
の
活
用

地
域
内
に
お
け
る
本
支
店
営
業
所
の
有
無

近
隣
地
域
施
工
実
績

災
害
活
動
実
績

河
川
・
維
持
工
事
実
績

地
元
の
新
卒
者
の
雇
用

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
の
実
績

社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入

中
小
企
業
擁
護
育
成
へ
の
取
り
組
み

地
域
活
用
促
進
型

（
　
合
計
　

）

1 －

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
一
課

（
電
気
通
信

）

第
４
８
回
部
会

庁舎発電設備改
修工事

受
変
電
設
備

－

発電設備
・ﾊﾟﾜｰﾓｼﾞｭｰﾙ　１台
・燃料調整弁 　１台
・取替工　　　 　１式
・調整工　　　 　１式

部品交換作業とな
るため、部品交換終
了後に発電設備の
機能が十分に発揮
されることが重要で
ある。

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ －

2 －

福
山
河
川
国
道

河
川

河
川
管
理
課

第
４
８
回
部
会

（
持
回
り

）

芦田川中流掘削
工事

維
持
修
繕

－

・工事延長
L=約1,600ｍ
・掘削　V=8,500m3
・仮設工　一式

　工事現場下流に
取水堰（農水）が
あるため、工事に
伴い発生する濁
水を極力なくすた
め、濁水に対する
十分な配慮が必
要である。

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ －

3 －

八
田
原
ダ
ム

河
川

管
理
係

第
４
８
回
部
会

（
持
回
り

）

八田原ダム電気
錠設備整備工事

通
信
設
備

－

・監視制御用端末(モニ
ター含む)      ２台
・電気錠制御盤　　　8
面
・マグネットスイッチ３個
・ﾌﾗｯｼｭﾏﾙﾁｻｲﾚﾝ  １
個
・配線工　　　　　　　１
式
・撤去工　　　　　　　１
式

電気錠設備の不
具合箇所の整備
工事であり、電気
錠制御盤取替に
伴う安全対策が
重要である。

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

－ －

4

5

《　第４８回部会　》　　　【　公告前　（簡易型）従来方式　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名

工
事
種
別

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等
は

、

１

）
～
７

）
の

「
文
書
，
か
し
修
補
：
-

1
0
%
又
は

、
口
頭
：
-
5
%

」

ラ
ン
ク

①施工体制
評価点

参
加
資
格
通
知
日

工事概要 工事の特性
公
告
日

開
札
日

契
約
方
式

　
　
備
　
　
考

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

2 3

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】

（
　
合
計
　

）

２）企業の施工実績
技術提案内容

③
減
点

１）
～
６）

②加算点

1

１）技術提案
４）

施工
管理
体制

３）配置予定技術者の能力
５）
企業
の技
術力

６）地域精通度・貢献度

簡易型標準型

入札前審査へ



　　《　第４８回　》　審査対象業務件数（全体）

審査対象業務一覧表　　　総括表

件

簡易型 2 － － －
簡易公募型

標準型 － -

件

－

－ 2 件

－ 0－

－ － － 0
公募型

標準型 － -

簡易型 － -

0 件

－ － 0 件

- － － －

件

②総合評価落札方
式

発注者支援
公物管理　等

標準型 － - － －

簡易型 －

- － － －

公募型

簡易公募型

標準型

総合評価型簡易公募型

標準型

総合評価型

標準型

簡易型

標準型

件

－ － － －

－ －

件

0 件

－ 0

①プロポーザル方式

②総合評価落札方
式

－

簡易型

標準型

簡易型

－

発注者支援
公物管理　等

－

－

－

－

1

－ 0 件

0

0－

－

0

－ －

－ －

－

3 件

－ 0 件

0 件

－

－

－

件

－

－

方式／業務種別
件

　技術提案の審査　

－ － － － －

－

－ -

－ －

－

－

0

－ －－

－ －

0

－

公募型 －

簡易公募型

公募型

　評価項目・加算点の審査

【
公
示
・
依
頼
前

】

－

【
　
特
定
・
入
札
前
　

】

－

－ － － －

0－

- 件

件-

－ －

－

方式／業務種別 －－
土建
コン －

①プロポーザル方式

1

－

0 件

件3

件

－ － － － 0 件



成
績
・
表
彰

資
格
・
実
績
等

成
績
・
表
彰

資
格
・
実
績
等

1 ◎

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
二
課

第
４
８
回
部
会

木原道路測量
設計外業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

・基準点測量　　　　　　 １０点
・現地踏査　　　　　　　　1.5km
・用地幅杭設置測量　　1.5km
・道路詳細設計(B)　　　1.0km
・箱型函渠　　　　　　　　1式
・協議資料作成　　　　２箇所
・山岳ﾄﾝﾈﾙ詳細設計　 １式
・土留工詳細設計　　　 ２基

総
合
評
価
落
札
方
式

（
簡
易
公
募
型

）

簡
易
型

2 -

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
二
課

第
４
８
回
部
会

福山道路構造
物設計業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

・箱型函渠　 　　　　　　 １式
・橋梁詳細設計(共通)　1式
・PC多径間連結ﾌﾟﾚﾃﾝ
　ｼｮﾝＴ桁箸　　　　　　　　1橋
・重力式橋台　　　　　　　2基
・重力式橋脚　　　　　　　２基
・橋台基礎（場所打杭)　２基
・橋脚基礎(場所打杭)　 ２基
・架設計画　　　　　　　１工法

総
合
評
価
落
札
方
式

（
簡
易
公
募
型

）

簡
易
型

3 -

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
二
課

第
４
８
回
部
会

福山道路事業
計画検討業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

・計画準備　　　　１式
・資料収集・整理　１式
・物流流動調査　 １式
・事業効果資料作成
１式
・事業計画検討　１式
・報告書作成　　 １式

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ー
ル
方
式

（
標
準
型

）

総
合
評
価
型

4

5

全体

（
小
計

）

業
務
コ
ス
ト
の
妥
当
性

業
務
規
模
と
大
き
く
乖
離
が
有

る
場
合
は
非
特
定

特定（評価）
テーマ①

実
現
性

内容

的
確
性

実
現
性

独
創
性

履
行
保
証
力

迅
速
性

地
域
貢
献
度

瑕
疵
担
保
力

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

成
績
・
表
彰

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

（
小
計

）

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

予定照査技術者の経験
及び能力

（
小
計

）

技
術
者
資
格

業
務
執
行
技
術
力

専
任
制

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

（
文
書
－
５
，
口
頭
－
３

）

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

選定（指名）段階評価

成
果
の
確
実
性

資
格
・
実
績
等

遵
法
性

成
果
の
確
実
性

（
小
計

）

業務実施
体制

調
達
方
式

内容

事
業
種
別

担
当
部
署

公
示
・
提
出
依
頼
前

特
定
・
入
札
前

業務概要
技
術
登
録
部
門

参加表明者の経験及び能力

業
務
執
行
技
術
力

公
示
・
提
出
依
頼

特
定
・
入
札

備
考

特定（入札）段階

技
術
者
資
格
等

技
術
者
資
格
等

特
定

（
評
価

）
テ
ー
マ
の
整
合
性

【
合
計

】

技
術
者
資
格
等

予定管理技術者の経験及び能
力

No

事
務
所
名

業務名

業
務
種
別

抽
出
業
務

専
任
制

（
小
計

）

実
施
方
針

・
実
施
フ
ロ
ー

・
工
程
表

・
そ
の
他

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

資
格
・
実
績
等

業
務
執
行
技
術
力

（
小
計

）

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

資
格
・
実
績
等

技
術
者
資
格
等

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

成
績
・
表
彰

成
績
・
表
彰

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

【
合
計

】

予定技術者

管理技術者 担当技術者

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

（
小
計

）

資
格
・
実
績
等

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

照査技術者

資
格
・
実
績

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

実施方針

業
務
理
解
度

実
施
手
順

そ
の
他

《　第４８回部会　》　　【　審査対象業務一覧（公示・提出依頼前）　】

独
創
性
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